
佐
村
浩
之
裁
判
長
は
判
決

で
、
「
採
用
候
補
者
を
選
ぶ

際
、
分
割
・
民
営
化
に
協
調

的
な
労
組
の
組
合
員
に
は
有

利
に
、
反
対
す
る
全
動
労
な

ど
の
組
合
員
に
は
不
利
益
に

作
用
し
て
い
た
」
と
組
合
差

別
を
認
定
。
ま
た
「
労
組
の

所
属
関
係
を
選
定
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
は
国
鉄
の
中
立
保

持
義
務
に
反
す
る
」
と
指
摘
、

「
全
動
労
組
合
員
を
冷
遇
し

て
不
選
定
と
し
た
の
は
、
公

平
な
取
扱
い
を
受
け
る
法
的

利
益
を
侵
害
す
る
不
法
行
為

が
あ
っ
た
」
と
認
定
し
、

「
組
合
の
運
動
方
針
の
違
い

を
理
由
に
異
な
る
扱
い
を
し

た
こ
と
は
、
正
当
化
困
難
。

公
平
に
Ｊ
Ｒ
へ
の
就
職
を
果

す
機
会
を
奪
い
、
多
大
な
精

神
的
打
撃
を
与
え
た
」
と
し
、

被
告
の
機
構
側
の
時
効
の
主

張
も
退
け
、
原
告
の
組
合
員

ら
に
一
人
当
た
り
５
５
０
万

円
（
総
額
３
億
１
９
０
０
万

円
）
の
支
払
い
を
命
じ
た
。

機
構
側
は
判
決
を
不
服
と

し
て
即
日
控
訴
し
、
全
動
労

側
も
控
訴
の
方
針
。

今
回
の
判
決
は
、
旧
国
鉄

に
よ
る
組
合
差
別
を
初
め
て

認
定
し
た
０
５
年
９
月
１
５

日
の
鉄
建
公
団
訴
訟
（
原
告

国
労
組
合
員
ら
２
９
７
名
）

を
追
認
す
る
も
の
で
あ
り
、

３
月
１
３
日
に
予
定
さ
れ
て

い
る
同
裁
判
の
控
訴
審
判
決

の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
事

は
必
至
と
見
ら
れ
る
。

第２５１２号 国労せんだい ２００８年２月６日

団結 抵抗 統一

ＮO . 2512
2008 年 2月 6日

発行責任者 橋本 昭二

編集責任者 武田 昌仙

Ｊ
Ｒ
不
採
用
差
別
事
件
で
１
月
23
日
、
東
京
地
裁
は
旧
国
鉄
に
よ
る
採
用
差

別
を
認
め
た
判
決
を
下
し
た
。

原
告
は
旧
全
動
労
（
全
国
鉄
動
力
車
労
働
組
合
・
現
建
交
労
）
の
組
合
員
と

遺
族
ら
58
名
で
、
Ｊ
Ｒ
に
不
採
用
と
な
っ
た
の
は
組
合
差
別
が
理
由
だ
と
し
て
、

旧
国
鉄
清
算
事
業
団
の
業
務
を
引
き
継
い
だ
独
立
行
政
法
人
「
鉄
道
建
設
・
運

輸
施
設
整
備
支
援
機
構
」
に
損
害
賠
償
を
求
め
た
も
の
。

声
明

◆
１

本
日
、
東
京
地
裁
民

事
第
１
１
部
は
、
全
動
労

(

現
、
建
交
労)

組
合
員
ら
５

８
名
が
鉄
道
運
輸
機
構
を
被

告
と
し
て
提
訴
し
て
い
た
採

用
差
別
損
害
賠
償
請
求
事
件

に
つ
い
て
、
判
決
を
言
い
渡

し
た
。

こ
の
訴
訟
は
、
１
９
８
７

年
の
国
鉄
分
割
民
営
化
に
際

し
、
Ｊ
Ｒ
職
員
の
採
用
候
補

者
の
選
定
に
当
た
っ
た
国
鉄

が
、
分
割
民
営
化
に
反
対
し

た
全
動
労
組
合
員
ら
を
採
用

候
補
者
名
簿
に
搭
載
せ
ず
、

Ｊ
Ｒ
不
採
用
に
至
ら
せ
た
こ

と
が
、
不
当
労
働
行
為
＝
不

法
行
為
に
当
た
る
と
し
て
、

国
鉄
の
権
利
義
務
を
承
継
し

て
い
る
被
告
に
対
し
て
損
害

賠
償
を
求
め
て
い
た
も
の
で

あ
る
。

な
お
、
先
行
す
る
同
種
の

訴
訟
と
し
て
、
国
労
の
闘
争

団
員
ら
の
一
部
２
９
７
名
が

提
訴
し
た
い
わ
ゆ
る
鉄
建
公

団
訴
訟
が
あ
り
、
東
京
地
裁

民
事
第
３
６
部
は
２
０
０
５

年
９
月
１
５
日
、
国
労
組
合

員
に
対
す
る
不
当
労
働
行
為

が
あ
っ
た
と
し
て
、
請
求
の

限
ら
れ
た
一
部
で
は
あ
る
が
、

１
人
当
た
り
５
０
０
万
円
の

慰
謝
料
を
認
め
る
判
決
を
言

い
渡
し
て
い
る
。

◆
２

本
日
の
判
決
は
、
Ｊ

Ｒ
採
用
候
補
者
名
簿
へ
の
不

登
載
が
全
動
労
組
合
員
に
対

す
る
不
当
労
働
行
為
で
あ
っ

た
こ
と
を
認
め
、
原
告
ら
が

Ｊ
Ｒ
に
採
用
さ
れ
て
い
た
ら

得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
賃
金
等

に
相
当
す
る
損
害
賠
償
は
否

定
し
つ
つ
も
、
Ｊ
Ｒ
の
採
用

候
補
者
選
定
過
程
に
お
い
て

公
平
な
取
り
扱
い
を
受
け
る

べ
き
法
的
利
益
を
侵
害
さ
れ

た
慰
謝
料
と
し
て
、
１
人
当

た
り
５
５
０
万
円
の
支
払
い

を
命
じ
た
。

こ
れ
は
、
２
１
年
聞
に
及

ぶ
原
告
ら
組
合
員
の
苦
闘
を

償
う
べ
き
慰
謝
料
と
し
て
極

め
て
不
十
分
な
も
の
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、

鉄
建
公
団
訴
訟
の
判
決
と
合

わ
せ
て
、
国
鉄
の
不
当
労
働

行
為
の
存
在
と
貢
任
を
認
め

る
判
断
を
共
通
に
し
、
こ
れ

を
定
着
さ
せ
る
も
の
と
し
て

積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

ま
た
、
判
決
が
被
告
の
時

効
の
主
張
を
排
斥
し
、
本
件

の
損
害
賠
償
請
求
権
の
時
効

は
、
２
０
０
３
年
１
月
２
２

日
に
最
高
裁
が
、
国
鉄
改
革

法
の
解
釈
と
し
て
Ｊ
Ｒ
不
採

用
の
使
用
者
責
任
は
Ｊ
Ｒ
で

は
な
く
国
鉄
が
負
う
べ
き
も

の
だ
と
し
て
、
労
働
委
員
会

の
Ｊ
Ｒ
に
対
す
る
不
当
労
働

行
為
救
済
命
令
を
取
り
消
し

た
判
決
の
時
か
ら
進
行
す
る

と
し
た
こ
と
は
、
当
然
と
は

い
え
適
切
な
判
断
で
あ
る
。

◆
３

国
労
は
こ
れ
ま
で
、

上
記
最
高
裁
判
決
も
踏
ま
え
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
７
次
に
及
ぶ
勧
告

や
１
１
２
５
本
に
も
達
す
る

地
方
自
治
体
の
議
会
決
議
等

に
依
拠
し
つ
つ
、
全
動
労
を

含
む
関
係
団
体
と
も
大
同
団

結
し
、
本
件
採
用
差
別
問
題

の
公
正
な
政
治
的
・
全
体
的

解
決
を
図
る
た
め
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
２

０
０
６
年
１
２
月
に
国
労
本

部
及
ぴ
国
労
闘
争
団
員
ら
５

４
５
名
が
採
用
差
別
訴
訟
を

提
起
し
た
の
も
、
そ
の
一
環

で
あ
る
、

国
鉄
の
分
割
民
営
化
か
ら
、

実
に
２
１
年
の
歳
月
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
高
齢

化
し
、
あ
る
い
は
他
界
し
た

当
事
者
及
び
そ
の
家
族
の
苦

悩
の
日
々
を
こ
れ
以
上
放
置

す
る
こ
と
は
、
人
道
的
に
も

許
さ
れ
な
い
。
政
府
及
び
鉄

道
運
輸
機
構
は
、
国
鉄
の
責

任
を
改
め
て
指
弾
し
た
本
日

の
判
決
を
機
に
、
国
鉄
分
割

民
営
化
の
負
の
遺
産
で
あ
り
、

戦
後
最
大
の
不
当
労
働
行
為

事
件
と
い
う
べ
き
Ｊ
Ｒ
採
用

差
別
問
題
の
１
日
も
早
い
解

決
を
図
る
た
め
、
真
摯
な
努

カ
を
直
ち
に
開
始
す
べ
き
で

あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
本
日
の
判

決
を
受
け
て
、
組
織
内
外
の

団
結
を
一
層
強
化
し
、
そ
の

公
正
か
つ
全
体
的
な
解
決
を

速
や
か
に
実
現
す
る
た
め
、

さ
ら
に
奮
闘
す
る
決
意
を
新

た
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
０
０
８
年
１
月
２
３
日

国
鉄
労
働
組
合

国
労
闘
争
団
全
国
連
絡
会
議

国
労
弁
護
団

国
鉄
闘
争
支
援
中
央
共
闘
会
議

３
億
円
賠
償
命
令

今回の不採用差別事件に

おいては報道各社が一斉に

報じており、「分割・民営
化の負の遺産を解決する道

筋を示すべき（毎日）」と
した論調も見受けられる。

このことは「国策」とし
て発足したＪＲ各社の光に

隠れた「陰」を

一刻も早く解消
せよと迫ってい

ることに他なら
ない。経営状態

に限っていえば、
光を享受してい

るのは「東・西・東海」の

ドル箱路線を抱えている三
社であり、三島の「北・四・

九」はその恩恵から外れて
おり、政府から助成金を受

けての厳しい経営状態が続
いている。

また貨物会社も厳しい経
営事情から社員の諸手当等

も旅客各社に比較して極め

て低く抑えられているのは
周知の事実。

突き詰めれば「負の遺産」

を解消するには単に雇用の

問題だけではなく、こうし
た会社毎のアンバランス等、

構造矛盾を根本から考え直
すしか解決方法はないので

はなかろうか。そしてまた
「負の遺産」はなにも不採

用になった方たち

だけの問題ではな
い。０５年４月、

西日本の福知山線
で発生した脱線転

覆事故、同年１２
月に発生した東日

本羽越線での脱線転覆事故、

さらに翌年１月、再び西日
本の伯備線で発生した作業

員触車死亡事故等に見られ
るように、利用者は勿論の

こと、そこに働く社員の安
全問題も「負の遺産」であ

ることを忘れてはならない。
２０年という時を経て、

「分割・民営化」とは何だっ

たのか、改めて見直す時期
にきたのではないだろうか。



１
月
１
６
日
、
仙
台
労
働
基

準
監
督
署
は
、
東
北
工
事
事
務

所
分
会
（
以
下
分
会
）
に
所
属

し
て
い
た
故
根
水
豊
氏
が
、
ア

ス
ベ
ス
ト
が
原
因
の
悪
性
胸
膜

中
皮
腫
に
よ
り
死
亡
し
た
こ
と

に
対
し
、
労
働
災
害
の
認
定
を

し
た
。

故
根
水
氏
は
０
５
年
４
月
、

体
調
の
不
良
を
訴
え
病
院
で
検

査
を
受
け
そ
の
ま
ま
入
院
し
、

２
ヶ
月
半
後
に
は
４
６
歳
と
い

う
若
さ
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

病
名
は
「
悪
性
胸
膜
中
皮
腫
」

で
あ
り
、
分
会
は
故
人
の
こ
れ

ま
で
の
業
務
内
容
か
ら
「
ア
ス

ベ
ス
ト
が
原
因
で
は
な
い
か
」

と
の
疑
義
を
持
ち
、
故
人
の
奥

様
と
相
談
し
な
が
ら
労
働
災
害

の
申
請
に
踏
み
切
っ
た
も
の
。

分
会
は
当
初
何
か
ら
手
を
つ

け
て
よ
い
も
の
か
、
全
く
の
手

探
り
状
態
で
あ
っ
た
が
、
神
奈

川
労
災
職
業
病
セ
ン
タ
ー
の
西

田
氏
か
ら
の
具
体
的
な
指
導
を

受
け
、
ま
た
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
委
員
会
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
多
く
の
組
合
員
や
関
係

者
の
協
力
の
下
、
今
回
の
労
災

認
定
を
勝
取
っ
た
。

今
回
の
認
定
は
、
現
職
の
Ｊ

Ｒ
社
員
が
石
綿
に
よ
る
労
災
認

定
さ
れ
た
、
極
め
て
数
少
な
い

事
例
で
あ
る
こ
と
と
、
直
接
ア

ス
ベ
ス
ト
作
業
に
従
事
し
な
い

「
監
督
業
務
」
と
し
て
認
定
さ

れ
た
こ
と
は
、
認
定
の
範
囲
を

広
げ
る
も
の
と
し
て
画
期
的
な

も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
、
今
回

の
労
災
認
定
を
真
摯
に
受
止
め
、

早
急
か
つ
抜
本
的
な
対
策
を
講

じ
る
と
共
に
、
会
社
と
し
て
の

所
見
と
対
策
を
公
表
・
説
明
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

こ
れ
は
企
業
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
と
モ
ラ
ル
の
観
点
か
ら
も
、

積
極
的
に
公
表
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

【
東
北
工
事
事
務
所
分
会
機
関

紙
「
ろ
ば
た
」
Ｎ
Ｏ
６
９
７
よ

り
一
部
抜
粋
】

国
労
東
北
総
決
起
集
会

第
一
部

総
決
起
集
会
と
講
演

日
時

２
０
０
８
年
３
月
７
日

１
２
時
か
ら

場
所

ハ
ー
ネ
ル
仙
台

講
演

「
一
括
和
解
と

職
場
の
運
動
」

講
演

松
井
保
彦
氏

第
二
部

デ
モ
行
進

錦
町
公
園
か
ら

仙
台
駅
前

国
労
仙
台
総
行
動

日
時

２
０
０
８
年
３
月
８
日

１
１
時
か
ら

場
所

匂
当
台
公
園

（
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
前
）
他

内
容

集
会
・
座
り
込
み
・
チ

ラ
シ
配
布
・
デ
モ
行
進
・
街

頭
宣
伝
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
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地
方
本
部
組
織
部
で
は

組
織
の
強
化
・
拡
大
、
と

り
わ
け
新
規
採
用
者
の
獲

得
に
向
け
て
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
る
。

国
労
東
日
本
本
部
と
Ｊ

Ｒ
東
会
社
の
和
解
以
降
、

東
日
本
全
体
で
２
２
名
の

拡
大
（
仙
台
で
は
４
名
）

を
し
、
昨
年
は
待
望
の
新

規
採
用
者
の
国
労
加
入
も

あ
っ
た
。

一
方
で
、
こ
の
間
新
規

採
用
者
の
国
労
加
入
を
阻

ん
で
い
た
主
な
要
因
は
、

会
社
と
特
定
の
労
組
と
の

徹
底
し
た
他
労
組
へ
の
ガ
ー

ド
に
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
は
研
修
セ
ン

タ
ー
で
の
一
括
加
入
（
０

５
年
ま
で
）
、
支
社
歓
迎

会
後
に
加
入
（
０
６
年
）
、

現
場
配
属
直
後
に
加
入

（
０
７
年
）
と
い
う
状
況

を
作
ら
れ
、
国
労
と
い
う

労
働
組
合
が
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
い
ま
ま
に
、
あ
る

い
は
知
っ
て
い
て
も
、
国

労
の
組
合
員
な
ど
と
接
触

を
す
る
前
に
、
特
定
の
労

組
へ
加
入
と
い
う
「
コ
ー

ス
」
が
作
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
昨
今
の
個
人
情

報
保
護
法
を
受
け
、
新
規

採
用
者
の
名
簿
を
あ
ら
か

じ
め
特
定
の
労
組
へ
渡
す

事
が
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
、

ま
た
国
労
と
の
和
解
に
よ

り
特
定
の
労
組
へ
の
便
宜

を
図
り
に
く
く
な
っ
て
い

る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

地
本
組
織
部
は
、
４
月

に
は
未
加
入
で
現
場
に
配

属
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
新
規

採
用
者
の
獲
得
に
向
け
て
、

各
級
機
関
へ
の
意
思
統
一

の
要
請
と
併
せ
て
、
現
場

組
合
員
へ
の
周
知
の
徹
底

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

お
知
ら
せ

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
の
取
り
扱
い
変
更
に
つ
い
て

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済

業
務
は
１
９
９
９
年
度
末
償
還
期

限
以
降
、
（財
）国
労
会
館
仙
台

事
業
部
で
取
り
扱
い
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
返
済
業
務
が
一
定
の

整
理
を
見
た
こ
と
等
か
ら
、
（財
）

国
労
会
館
仙
台
事
業
部
で
取
り

扱
っ
て
き
た
業
務
の
残
り
に
つ
い

て
、
国
労
仙
台
地
方
本
部
で
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
国
労

会
館
建
設
資
金
返
済
請
求
に
つ

い
て
は
下
記
に
請
求
を
し
て
く
だ

さ
い
。

記

住
所

〒
９
８
４-

０
０
１
５

仙
台
市
若
林
区
新
寺

一
丁
目

４-

３
１

名
称

国
鉄
労
働
組
合

仙
台
地
方
本
部

担
当
係

岡
崎

連
絡
先

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
２-

２
９
３-

７
４
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２-

２
９
９-

７
４
３
５

請
求
方
法

所
定
の
請
求
書
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
「国
労
会
館
建
設

資
金
受
領
之
證
」と
あ
わ
せ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上

ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因

地
本
主
催
会
議
日
程

第
４
回
春
闘
事
務
局
会
議

２
月
１
２
日
（
火
）

１
８
時
４
５
分
～

こ
く
ろ
う
会
館
６
Ｆ

ア
ス
ベ
ス
ト
学
習
会

２
月
１
６
日
（
土
）

１
３
時
～

こ
く
ろ
う
会
館
６
Ｆ

１
１
９
回
地
方
委
員
会

３
月
２
３
日
（
土
）

１
０
時
３
０
分

こ
く
ろ
う
会
館
６
Ｆ

第
５
回
春
闘
事
務
局
会
議

２
月
２
６
日
（
火
）

１
８
時
４
５
分
～

こ
く
ろ
う
会
館
６
Ｆ

各
支
部
業
務
部
長
会
議

３
月
２
日
（
日
）

１
３
時
～

こ
く
ろ
う
会
館
４
Ｆ

第
１
０
回
安
全
問
題

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

３
月
２
３
日
（
日
）

１
３
時
３
０
分
～

こ
く
ろ
う
会
館
４
Ｆ

分
会
か
ら

分
会
執
行
部
は
、
今
回
の

労
災
認
定
を
受
け
て
、
最
後

ま
で
分
会
執
行
委
員
と
し
て

頑
張
っ
て
き
た
故
根
水
豊
氏

の
ご
苦
労
に
少
し
で
も
報
い

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
会
社
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
を
防
止
す
る
早
急
な
対
策

を
取
る
こ
と
を
求
め
る
と
も

に
、
現
在
闘
わ
れ
て
い
る
、

Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
解

決
に
向
け
て
全
力
で
奮
闘
す

る
決
意
で
す
。

２
０
０
８
年
１
月
２
８
日

国
労
東
北
工
事
事
務
所
分
会

執
行
委
員
会

画
期
的
な
認
定

会
社
は
公
表
せ
よ


